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会
場
発
言
・
文
書
発
言
を
含
め
35
件
の

発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
議
案

を
補
強
し
、
豊
か
に
す
る
も
の
と
受
け
止

め
、今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
協
商
品
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

生
協
発
足
当
時
、
成
分
無
調
整
の
牛
乳

を
と
い
う
組
合
員
の
声
に
生
産
者
が
応
え

て
く
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
と

職
員
と
生
産
者
・
メ
ー
カ
ー
が
一
緒
に
商

品
を
作
る
。
こ
れ
は
生
協
の
原
点
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
よ
り
近
く
で
、
こ
だ
わ
り

の
商
品
や
産
直
牛
肉
と
産
直
牛
乳
の
産
地

を
つ
な
ぐ
な
ど
の
と
り
く
み
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
（
視
覚
障
が
い
者
が
携
帯
電
話
で
商
品

情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
）
の
改
良
な

ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
商
品
を
今
後
も

生
産
者
と
と
も
に
作
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
食
の
安
全
を
進
め
て
い
く
基
本

は
、
信
頼
関
係
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
産

地
訪
問
や
地
域
で
の
生
産
者
と
の
交
流
を

今
後
も
つ
よ
め
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
活
動
・
平
和
に
つ
い
て

　

組
合
員
活
動
の
具
体
化
、
活
発
化
に
つ

い
て
は
組
合
員
活
動
委
員
会
に
担
っ
て
い

た
だ
く
、
進
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
地
域
活
動
委
員
会
が
イ
キ
イ
キ

と
活
動
を
す
す
め
て
い
く
た
め
、
09
年
度

組
合
員
組
織
の
あ
り
方
を
組
合
員
活
動
委

員
会
と
連
携
し
て
再
整
理
し
、
改
善
し
ま

す
。

　

グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て
は
組
合
員
活
動
委
員
会
と
連
携
し

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

平
和
の
と
り
く
み
で
は
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
も
核
廃
絶
を
と
い
っ
て
い
る
情
勢
と

あ
わ
せ
て
、
７
月
３
日
の
ピ
ー
ス
リ
レ
ー

は
核
廃
絶
を
訴
え
る
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま

す
。

　

役
員
選
挙

　

経
済
環
境
の
激
変
・
暮
ら
し
の
変
化
の

中
で
生
協
の
理
念
や
経
験
を
継
承
さ
せ
る

た
め
に
は
い
っ
た
ん
な
ん
ら
か
の
理
由
で

や
め
ら
れ
た
役
員
も
ま
た
や
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
柔
軟
な
運
用
も
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
理
事
は
組
合
員
の
た
め
の
事

業
を
ど
う
拡
大
発
展
さ
せ
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
焦
点
を
あ
て
て
、
修
練
し
て
理
事

会
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

共
同
購
入
、
店
舗
に
つ
い
て

　

経
済
不
況
が
深
ま
る
中
で
、
新
物
流
セ

ン
タ
ー
や
、
新
店
舗
を
自
前
で
出
す
こ
と

が
で
き
、
店
舗
で
の
利
用
も
伸
長
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、組
合
員
が
利
用
し
や
す
く
、

品
質
・
効
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る
状
況
も

作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
根
幹
に
職

員
の
使
命
で
あ
る
「
組
合
員
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
仕
事
」
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
役
職
員
が
組
合
員

満
足
の
た
め
ス
ピ
ー
ド
を
さ
ら
に
上
げ
て

健
全
な
収
益
を
確
保
し
、
２
０
１
０
〜
２

０
１
１
年
に
は
組
合
員
の
出
店
の
願
い
に

応
え
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

発
言
を
受
け
て
の

理
事
会
の
ま
と
め（
要
旨
）

も
見
つ
か
ら
ず
に
「
あ
の
企
画
も
こ
の
企
画

も
、
も
う
無
理
…
」
と
消
極
的
に
な
っ
て
い

た
と
き
、
研
修
に
参
加
し
、
活
動
を
活
性
化

さ
せ
る
前
向
き
な
ヒ
ン
ト
や
情
報
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
で
は
私
た
ち
が
活
動
し

て
い
る
様
子
を
通
じ
て
「
生
協
っ
て
な
ん
だ

か
楽
し
そ
う
！
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
し
、
活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
こ
そ
地

域
活
動
委
員
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

大阪Ｄ選挙区　総代

北嶋　香さん
　

地
域
活
動
委
員

を
し
て
い
ま
す
が

企
画
し
た
催
し
に

人
が
集
ま
ら
ず
、

新
し
い
委
員
の
方

私
た
ち
の
目
指
す
組
合
員
活
動

私
た
ち
の
目
指
す
組
合
員
活
動

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
広
島
の
原

爆
資
料
館
を
訪
ね
て
か
ら
は
、
自
分
も
何
か

し
な
け
れ
ば
と
強
く
思
っ
た
の
で
す
。
７
月

３
日
に
パ
ル
コ
ー
プ
の
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
が
御

堂
筋
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
一

年
に
、
た
っ
た
一
日
で
も
、
一
時
間
で
も
い

い
、
平
和
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
る
事
、

続
け
て
い
く
事
が
今
の
私
た
ち
に
出
来
る
大

切
な
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

大阪Ｄ選挙区　総代

宮部　典子さん
　

私
は
平
和
の
問

題
は
個
人
の
力
で

ど
う
な
る
わ
け
で

も
な
い
と
活
動
も

あ
ま
り
と
り
く
め

平
和
は
あ
た
り
前
に
い
つ
ま
で
も

平
和
は
あ
た
り
前
に
い
つ
ま
で
も

続
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

続
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
19
名
の
総
代
か
ら
は
商
品
、
生
産

者
・
メ
ー
カ
ー
と
の
信
頼
関
係
、
組
合
員
活

動
の
輪
の
広
が
り
、
平
和
、
理
事
会
へ
の
要

望
に
つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
文
書
で

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

く
ら
し
を
実
現
で
き
る
第
一
歩
で
は
と
、
グ

ル
ー
プ
「
ハ
ー
ネ
ス
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

盲
導
犬
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
一

頭
誕
生
さ
せ
る
の
に
も
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
実
現
の
た
め
に
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
盲
導
犬
募

金
欄
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
生
協
の
店
内
で
の
訓
練
も
さ
せ
て
ほ

し
い
で
す
。
視
覚
障
が
い
の
方
に
心
の
光
を

届
け
た
い
、
ど
う
か
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

寝屋川市・守口市・
門真市選挙区　総代

久保田　操さん
　

目
の
不
自
由

な
方
に
盲
導
犬

を
持
っ
て
い
た

だ
く
事
も
、
平

和
で
心
豊
か
な

誰
も
が
平
和
で
心
豊
か
な

誰
も
が
平
和
で
心
豊
か
な

く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に

く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に

剰余金処分について
〈剰余金処分の提案理由〉
生協では、組合員の利用で生み出した剰余金を、利用や出資金に応じて組合員に還元したり、将来の目
的のために積み立てたりします。これを剰余金処分といいます。
組合員への還元は、３億8,879万円、共有財産である積立金は、11億7,000万円とします。
剰余金処分は、生協法にもとづいて、毎年の総代会で決めることになっています。
以上のことを前提にして、以下のとおり確認されました。

１．法定準備金… 生協法ではその年度の剰余金の10％以上を、組合員出資金の50％に達するまで「法定準備
金」として積み立てることを定めています。

２．教育事業等繰越金… 生協法ではその年度の剰余金の５％以上を翌年度の教育事業等のために繰り越すこ
とを定めています。「次期繰越剰余金」に6,000万円含まれています。

３．利用割戻金… 生協法では剰余金を組合員の利用分量に応じて割り戻すことができるとしています。
　　　　　　　　 共同購入事業について、2008年３月21日～2009年３月20日の利用高（消費税抜き）の0.3％

を還元いたします。
　　　　　　　　 （但し、ギフト、ムトウ、カタログ、まいらいふ、快適宅配企画は除きます）
　　　　　　　　 共済事業について、受入共済掛金の19％を元受共済の当期剰余金から還元いたします。
４．出資配当金… 生協法では剰余金を10%を限度として組合員の出資残高に応じて割戻すことができるとし

ています。2008年度の毎月20日の出資金残高の平均に対して0.4％相当額を出資配当金とし
て還元いたします。

５．資産再評価積立金…今後の固定資産の再評価への対応のため積立てます。
６． 利用割戻金及び出資配当金の10円未満の端数は切り捨てて計算いたします。
７． 利用割戻金（共同購入及び共済）は、全額７月20日に出資金に振り替えるものとさせていただきます。
８． 出資配当金は、全額７月20日に出資金に振り替えるものとさせていただきます。
（注記） 利用割戻金及び出資配当金を受ける組合員は、本事業年度末（2009.3.20）に在籍する組合員で、か

つ本総代会当日（2009.6.5）の在籍組合員であることが必要といたします。

Ⅰ.当期未処分剰余金 963,135,956
Ⅱ.任意積立金取崩額
　１.共済事業積立金取崩額 680,000,000  680,000,000
　　　　　　合　計 1,643,135,956
Ⅲ.当期処分額
　１.法定準備金 140,000,000
　２.利用割戻金（共同購入） （0.3％） 116,027,910
　３.利用割戻金（共済）　（ 19％） 225,000,000
　４.出資配当金　　　　　 （0.4％） 　47,765,150
　５.任意積立金
　　（１）安全推進積立金 30,000,000
　　（２）福祉事業積立金 30,000,000
　　（３）環境事業積立金 30,000,000
　　（４）店舗開設積立金 100,000,000
　　（５）資産再評価積立金 600,000,000
　　（６）別途積立金 240,000,000 1,558,793,060
Ⅳ.次期繰越剰余金 　84,342,896

（単位：円）

生活協同組合おおさかパルコープ
2010年通常総代会

総代選挙公示
　定款第45条（総代の選挙）および総代選挙規約第４条（総代の選挙
区及び総代定数）にもとづき、生活協同組合おおさかパルコープ
2010年総代選挙を以下のとおり行ないます。

【記】
⑴総代定数および選挙区について
　①総代定数は500名とします。
　②選挙区は、以下の７選挙区とします。

選　挙　区 定　数 選　挙　区 定　数
枚　　　　 方 　　　　市 96 大　 阪 　Ａ 61
寝屋川市・守口市・門真市 82 大 　阪 　Ｂ 88
大東市・四條畷市・交野市 53 大 　阪 　Ｃ 60

大 　阪 　Ｄ 60
⑵総代届けの期間は、本公示日より、７月31日（金）正午までとしま
す。
⑶ 総代選挙規約第２条（総代選挙管理委員）にもとづき、下記の５名
を2010年総代選挙管理委員に任命します。

　舩井加代子、福永 弘美、丹正 淳子、加集 俊子、佐藤 和子
⑷ 総代立候補届けは「所定の用紙」に必要事項を記入して、総代選
挙管理委員会に提出してください。

 2009年６月29日
 生活協同組合おおさかパルコープ
 理事長　山本　邦雄

※ オブザーバー登録を希望する組合員は、「所定の用紙」にご記入
の上、７月31日（金）正午までに下記（理事会室）へご連絡くだ
さい。

※この件に関するお問い合わせは理事会室までご連絡ください。
 ☎06－6242－0904　　FAX06－6242－0926

公　告

2009年６月５日の通常総代会で、2008年度決算剰余金の出資配当金、共同購入利用割戻金及び共済利
用割戻金が決まりました。お支払い方法は、出資金への振替を下記の要領で行ないます。

2008年度出資配当金・共同購入利用割戻金及び
共済利用割戻金のお支払いについて

〈共同購入利用割戻金〉共同購入の年間利用高の0.3％です。
対象期間は2008年３月21日～2009年３月20日となります。
（但し、ギフト、ムトウ、カタログ、まいらいふ、快適宅配企画は除きます。）
　※出資配当金および利用割戻金の計算で出た10円未満の端数は切り捨てさせていただきます。

〈共済利用割戻金〉共済掛金の19％です。
2009年３月31日において有効な契約で2008年３月～2009年２月の間に受け入れた共済掛金が基準です。
なお、個人賠償責任保険の保険料は割戻の対象となりません。
　※共済割戻金はパルコープ分と日生協分の合計金額を表示しています。なお各団体の定款の定めにより
　　パルコープ分は10円未満は切り捨て、日生協分は１円未満は四捨五入の端数処理をしています。

〈出資配当金〉年率0.4％の金額です。
2008年４月～2009年３月の各月の20日現在の出資金が基準です。（毎月20日の出資金口数残高の合計÷
12×0.4％）
　※お支払いは源泉税20％が控除された金額となります。　　１口＝1000円です。

計算基準は

本事業年度末（2009年３月20日）に在籍する組合員でかつ総代会当日（2009年６月５日）の在籍組合員です。
該当組合員は

出資配当金、共同購入利用割戻金、共済利用割戻金は、全額７月20日に出資金に振り替えさせていた
だきます。
共済利用割戻金はパルコープ引受分と日本生協連引受分の合計金額を出資金に振り替えさせていただきます。
出資金に振り替えさせていただいた出資配当金、共同購入利用割戻金、共済利用割戻金はそのまま積
立てていただきますようご協力願います。
尚、返金を希望される場合は、配送担当者または、店舗サービスカウンターにお申し出ください。
 以上

2009年６月29日 生活協同組合おおさかパルコープ

支払方法は

2008年度　事業の結果

〈損益計算書をグラフで見ると〉〈損益計算書をグラフで見ると〉

〈貸借対照表をグラフで見ると〉〈貸借対照表をグラフで見ると〉

※2008年３月21日～2009年３月20日までの１年間の収支状況※2008年３月21日～2009年３月20日までの１年間の収支状況

※2009年３月20日現在の財産状況※2009年３月20日現在の財産状況

事業経費・
その他費用
事業経費・
その他費用

145億8,805万円
（人件費や物件費

など）

145億8,805万円
（人件費や物件費

など）

526億
3,586万円
526億
3,586万円

利用高に
対しての原価
369億5,603万円

利用高に
対しての原価
369億5,603万円

法人税等 3億927万円法人税等 3億927万円

その他の収入 15億6,506万円その他の収入 15億6,506万円

共済・福祉の
収入
17億2,639万円

共済・福祉の
収入
17億2,639万円

当期剰余金 7億8,249万円当期剰余金 7億8,249万円

商品供給の収入
493億4,440万円
（共同購入・個配と
店舗での組合員の利用高）

商品供給の収入
493億4,440万円
（共同購入・個配と
店舗での組合員の利用高）

流動負債流動負債流動資産流動資産

固定負債
23億8,000万円
（長期借入金や
退職給与引当
金など）

固定負債
23億8,000万円
（長期借入金や
退職給与引当
金など）

82億7,513万円
（これまでに
積み立ててきた

剰余金と今年の剰余金）

82億7,513万円
（これまでに
積み立ててきた

剰余金と今年の剰余金）
224億89万円
（土地、建物、車輌
などの資産）

224億89万円
（土地、建物、車輌
などの資産）

出
資
金

出
資
金

剰余金剰余金

126億
7,053万円
（組合員が
出している
出資金）

126億
7,053万円
（組合員が
出している
出資金）

117億9,223万円
（現金や商品など
の資産）

117億9,223万円
（現金や商品など
の資産）

108億6,745万円
（未払いの商品の仕入れ代金など）

108億6,745万円
（未払いの商品の仕入れ代金など）

供
給
高

供
給
高

支
出
の
部

支
出
の
部

収
入
の
部

収
入
の
部

526億
3,586万円
526億
3,586万円

負
債
・
資
本

の
部
負
債
・
資
本

の
部

341億
9,312万円
341億
9,312万円

資
産
の
部

資
産
の
部固

定
資
産

固
定
資
産

341億
9,312万円
341億
9,312万円

供
給
原
価

供
給
原
価

（注２）（注２）

（注１）（注１）

注１ サービス事業などの収入と
事業外収益・特別利益

注２ 共済・福祉の費用と
事業外費用、特別損失

万円未満の端数を切り捨てています。
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